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第 1条(名称) 本会は、日本語における正式名称を「近畿大学英語研究会」と称する。

2.英語による正式名称は KinkiUniversity English Societyとする。

第 2条(目的) 本会は、英語、英語教育、英米文学、言語学、またはこれらに関連する

分野の研究を促進することを目的とする。

第 3条(活動) 本会は、前条の目的を達成するために、年 2回紀要である「近畿大学英

語研究会紀要』の発行と、原則として年 1回の研究発表会の開催などを主な活動と

する。

2.紀要の英語による正式名称は KinkiUniversity English Joumalとする。

3. 紀要発行に必要な編集委員会規約と論文投稿規程は別に定める。
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第 9条(予算) 本会は、法学部と経済学部の予算により運営される。

第10条(会則の変更) 本会の会則の変更は、総会の議を経て行う。
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投稿規定

投稿上の留意点

1 .投稿原稿はオリジナルな研究の成果で、未発表のものに限る。

2.査読の結果により、訂正、修正、加筆等を求めた上で、編集委員が原稿の採否を決定

する。

3. 本紀要に掲載された論文等の著作権は、原則として近畿大学に帰属する。

執筆要領

1 .使用言語は、日本語または英語に限る。

2. 原稿は、ワープロソフト CMicrosoftW ordを推奨)で作成したものに限り(手書き

原稿は認めなしす、パソコンの機種やワープロソフトの種類とバージョンを明記する。
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